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①本時の学習は「水墨画の調墨を身に
つけ、墨の濃淡を生かした表現の良さ
を味わおう」です。一筆だけでグラデー
ションを作り出して「竹」を描きます。

②今までの授業で学んだ内容やお手本は
schoolTaktの中に入っているので、いつ
でも参照することができます。

③基本練習の成果を撮影してschool 
Taktに記録しておきます。撮影しながら
この技法は「鯉の鱗」に使えそうだと気
づきました。

④書画カメラも用いて「竹」の描き方
を先生が実演します。今まで練習してき
た運筆法を組み合わせて描いていきま
す。

⑤本時の目標であった「竹」を描きま
した。スクールタクトに作品の写真を
貼り付けた後、「授業の振り返り」や
「友達の良かったところ」を書き込んで
いきます。

⑥授業の最後に「振り返り」を共有しま
す。「グラデーションが前回の花びらを描
く時より上手くできたので良かった。竹の
葉をもう少しシュッと描けるようになりた
い」といった振り返りがありました。

伊那市では、「学校教育情報化ビジョン２０２１」をもとに、
iPadを導入して「ICT活用教育」を推進しています。
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ポートフォリオで技能の高まりを実感する
　生徒たちは、水墨画の基本である墨の濃淡を調節する方法や筆の運び方（運筆法）を学んで
きました。 
　本時では、面でそのものの形を表す「附立」について学習を行います。筆に墨の含ませ方を
変えてグラデーションができる技法をマスターします。

schoolTakt お気に入りの授業

　スクールタクトを使うと今までの授業がより充
実したものに生まれ変わります。授業を提供して
いただいた加藤先生に、これまでに実施した授業
の中からお気に入りの授業を紹介してもらいまし
た。 
　先生の授業では今までの「学習カード」にあた
るものがほとんどスクールタクトに置き換わって
います。生徒はアイディアをスケッチする場面
で、イメージに合った写真を撮影し、描かないも
のを省略したり、逆に描き加えたいもの付け加え
たりしています。 
　授業の振り返りや友達への評価、先生からの一
言も次時の学習の展開につながっていきます。 
　加藤先生は、すでに１年間分の教材が整理して
あります。日々、教材研究を行いながら毎年少し
づつ改善を行なっています。

←授業の中で扱う技法をあらかじめ
スクールタクトで配布しておきま
す。これによって生徒はいつでも見
たい情報にすぐにたどり着くことが
できます。 
　また、毎時間の学習の振り返りを
書くことによって、自分の作品の進
捗を振り返ることができます。先生
への質問や先生からのアドバイスも
作品制作の参考になっていきます。 
　何より自分の学習の深まりが実感
できます。 

https://ina-wminochu.schooltakt.com/exercises/1704480/works/35398236

https://ina-wminochu.schooltakt.com/exercises/1704480/works/35411572

イメージをスケッチで表現している。　　 
自分のイメージに合った写真を撮っている。左下
の部分を省略して作画しようと考えた。　


